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社会福祉
法 人

News from hodatsushimizu council of social welfare
宝達志水町社会福祉協議会 社協だより
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2023.7.25地域とともに育む 笑顔と安心のまち 宝達志水

福祉福祉ほうだつしみず

南部保育所すみれ組

南部保育所つくし組

2…令和４年度　 事業報告と決算
3…事業収益・費用(事業別)内訳
3…社会福祉協議会の役員等が改選されました
４…わたしたち、新任民生委員児童委員です！
５…臨時福祉なんでも相談窓口
５…フードドライブ にご協力ください!!
５…新採職員紹介
５…第16回宝達志水町社会福祉大会開催案内
６…生活支援ボランティア「ねこの手」活動中 ！
６…珠洲市災害ボランティアセンターへの職員派遣
６…令和５年度　「サロン連絡会」を開催しました！
７…老人福祉センター「宝寿荘」
7…宝達志水町老人クラブ連合会
　　女性県政学習バスに参加しました
７…お楽しみ会イン杉野屋
8…押水デイサービスセンターへ見学にきてみませんか？
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（
費
用 

２
９
，０
４
３
，９
５
４
円
）

理
事
会
（
５
回
）

評
議
員
会
（
３
回
）

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
（
２
回
）

監
査
会
（
１
回
）

広
報
活
動

・
広
報
紙
の
発
行
（
４
回
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
提
供

・
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
運
用
開
始

職
員
研
修
（
オ
ン
ラ
イ
ン
、
集
合
）

（
費
用 

３
２
，６
０
６
，２
５
３
円
）

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

・
第
２
次
宝
達
志
水
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定

・
福
祉
教
育
の
推
進

・
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
事
業
の
実

施

保
育
所
及
び
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

・
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
４
か
所
（
３
２
１
名
）

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
１
か
所

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
宝
寿
荘

・
「
私
の
趣
味
・
個
展
」
展
示

・
縁
日
遊
び

・
「
祝
百
寿　
お
め
で
と
う
」
の
会

・
各
教
室
の
「
作
品
展
示
」

（
費
用 

４
２
７
，０
３
４
，３
６
２
円
）

（
費
用 

７
１
，２
９
０
，０
１
４
円
）

居
宅
介
護
支
援
事
業

・
介
護
保
険
事
業
（
１
，４
２
４
件
）

・
介
護
保
険
受
託
事
業
（
４
７
６
件
）

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
介
護
保
険
事
業
（
３
，７
４
６
件
）

（
費
用 

２
，２
５
７
，６
５
３
円
）

赤
い
羽
根
共
同
募
金

・
町
福
祉
団
体
（
３
１
７
千
円
）

・
赤
い
羽
根
助
成
事
業
（
11
団
体
）

・
地
域
福
祉
活
動
推
進
事
業

・
広
報
活
動
事
業

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

・
見
舞
金
・
慰
労
金
等
（
１
，４
３
９
千
円
）

Ⅰ

法
人
運
営
事
業

Ⅱ

地
域
福
祉
活
動
推
進
事
業

Ⅴ

共
同
募
金
配
分
金
事
業

Ⅲ

指
定
管
理
事
業

Ⅳ

介
護
保
険
事
業

令
和
４
年
度　

事
業
報
告
と
決
算

社
会
福
祉
大
会
の
開
催

・
会
長
表
彰
（
37
名
）

福
祉
施
策
等
受
託
事
業

・
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
１
，２
２
８
件
）

・
家
族
介
護
用
品
購
入
助
成
事
業
（
６
１
５
件
）

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
事
業
（
14
件
）

・
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
（
15
回
）

・
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
活
動
事
業

福
祉
関
係
団
体
の
活
動
支
援

・
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会

・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

・
母
子
寡
婦
福
祉
会

・
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

・
遺
族
会

・
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

令
和
４
年
度　

事
業
報
告
と
決
算

22

　
去
る
６
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
及
び
６
月
23
日
の
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て

事
業
報
告
と
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



（単位：円）
法人運営　28,425法人運営　28,425

指定管理
 427,034,362 

法人運営　 29,043,954 

地域福祉推進
 32,606,253 

共同募金配分金
 2,257,653 

介護保険
 71,290,014 

費　用
562,232,236

受託金
404,828,432

事業　1,935,500 その他　6,534,057
寄付金　102,700共同募金　2,257,653

介護保険
61,627,183

補助金
48,560,000

収　益
525,845,525

事業収益・費用 ( 事業別 ) 内訳

勘 定 科 目 決 算 額

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収　
　
益

寄附金収益 102,700
経常経費補助金収益 ４8,560,000
共同募金配分金事業 2,257,653
受託金収益 ４0４,828,４32
事業収益 1,935,500
介護保険事業収益 61,627,183
その他の収益 6,53４,057

サービス活動収益計(1) 525,845,525

費　
　
　
用

人件費 ４69,702,４４４
事業費 69,817,４80
事務費 15,４38,882
共同募金配分金事業費 2,185,000
助成金費用 2,582,316
基金繰入額 102,837
減価償却費 2,731,928
国庫補助金等特別積立金積立金取崩額 △ ４22,7４1
その他の費用 9４,090

サービス活動費用計(2) 562,232,236
サービス活動増減差額(3)＝(1)－(2) △ 36,386,711

サ
ー
ビ
ス
活
動
外

増
減
の
部

収
益

受取利息配当金収益 585
その他のサービス活動外収益 0

サービス活動外収益計(4) 585
費
用

その他のサービス活動外費用 0
サービス活動外費用計(5) 0

サービス活動外増減差額(6)＝(4)－(5) 585
経常増減差額(7)＝(3)+(6) △ 36,386,126

特
別
増
減
の
部

収　
益

拠点区分間繰入金収益 22,702,767
サービス区分間繰入金収益 9,４55,001
拠点区分間固定資産移管収益 8,373,750
サービス区分間固定資産移管収益 0

特別収益計(8) 40,531,518

費　
用

固定資産売却損・処分損 89,63４
国庫補助金等特別積立金積立額 0
拠点区分間繰入金費用 22,702,767
サービス区分間繰入金費用 9,４55,001
拠点区分間固定資産移管費用 8,373,750
サービス区分間固定資産移管費用 0

特別費用計(9) 40,621,152
特別増減差額(10)＝(8)－(9) △ 89,634

当期活動増減差額(11)＝(7)+(10) △ 36,475,760
繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

前期繰越活動増減差額(12) 35,225,30４
当期末繰越活動収支差額(13)＝(11)+(12) △ 1,250,４56
基本金取崩額(1４) 0
基金取崩額(15) 0
その他の積立金取崩額(16) 0
その他の積立金繰入額(17) 575,800
次期繰越活動収支差額
(18)＝(13)+(14)+(15)+(16)－(17) △ 1,826,256

事 業 活 動 計 算 書
(自）令和４年４月１日（至）令和５年３月31日　　　(単位：円）
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社会福祉協議会の
役員等が
改選されました
〇理事・監事

（R5.6/23 就任）
（任期：R7.6 月の定時評議員会終結
　　　 の時まで）

役　職 氏　名

会 長 米谷　勇喜

副 会 長 田畑　裕之

常務理事 下次　　勇

理 事 寳達　典久

理 事 諸田　利信

理 事 堀　　久夫

監 事 河邉　昌美

監 事 松永　有史



わ
た
し
た
ち
、
新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
で
す
！

わ
た
し
た
ち
、
新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
で
す
！

44

　
昨
年
12
月
の
一
斉
改
選
で
23
名
の
方

が
新
た
に
民
生
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
新
任
委
員
（
押
水
地
区
）
を

抱
負
と
共
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

東
間
・
東
野
担
当
　
　
松
井
　
厚
子

　
こ
ん
な
私
で
も
何
か
地
域
の
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
か
な
と
思
い
引
き
受
け
ま
し
た
。
研
修

会
や
定
例
会
に
参
加
す
る
た
び
に
、
奥
が
深
く

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
諸
先
輩
方

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
焦
ら
ず
に
自

分
の
で
き
る
範
囲
か
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
、
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。冬

野
担
当
　
　
　
中
泉
　
　
長

　
先
輩
か
ら
有
無
を
言
わ
せ
ず
民
生
委
員
児
童

委
員
の
引
継
ぎ
を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
以
前
、

私
の
母
の
こ
と
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
の

で
、ま
ぁ
し
ょ
う
が
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員
活
動
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
自
分
の
考

え
を
１
０
０
％
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
肩

の
力
を
抜
い
て
、
相
手
に
寄
り
添
い
な
が
ら
そ

の
人
の
想
い
を
聞
い
て
一
緒
に
考
え
る
、
お
守

り
み
た
い
な
存
在
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。北

川
尻
担
当
　
　
　
鍛
治
　
一
良

　
「
あ
ら
ぁ
ー
、
ま
た
来
て
く
れ
た
ん
か
い
ね
」

「
何
も
変
わ
っ
た
こ
と
な
い
わ
い
ね
」
と
笑
顔

で
声
掛
け
な
ど
し
て
い
た
だ
け
る
方
。「
病
気

に
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
も
ん
や
ら
」
と
不
安
を

声
に
す
る
一
人
暮
ら
し
の
方
。
見
守
り
活
動
の

中
で
高
齢
者
の
方
々
と
交
わ
す
会
話
か
ら
知
恵

と
経
験
に
基
づ
く
日
常
の
生
活
に
得
心
が
い

く
。

　
民
生
委
員
と
な
り
、
地
域
の
繋
が
り
の
大
切

さ
を
改
め
て
皆
さ
ん
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
活
動
を
通
し
て
「
日
ご

ろ
か
ら
の
お
付
き
合
い
が
で
き
る
関
係
」
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

御
舘
・
中
野
担
当
　
　
中
西
　
一
代

　
私
で
何
か
お
役
に
立
て
る
の
な
ら
ば
、
と
気

軽
に
引
き
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
民
生
児

童
委
員
と
は
命
を
も
預
か
る
大
変
な
役
だ
と
、

定
例
会
に
出
席
す
る
た
び
に
思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。
先
輩
委
員
の
助
言
を
頼
り
に
、
気
負
わ

ず
私
な
り
の
地
域
の
見
守
り
を
や
る
し
か
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
高
齢
者
、児
童
へ
の
声
掛
け
を
し
、

信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
。

宝
達
・
沢
川
担
当
　
　
金
田
　
省
二

　
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
宝
達
地
区
の
民
生
児
童

委
員
と
し
て
大
切
に
し
た
い
こ
と
は
、
区
民
の

方
と
信
頼
関
係
を
築
き
、「
話
を
聞
い
て
も
ら
っ

て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
し
て
も
ら
え
る
専
門
性

の
あ
る
対
応
を
心
掛
け
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

上
田
出
・
三
日
町
担
当
　
岡
部
　
和
子

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
知
ら
ず
に

引
き
受
け
ま
し
た
。
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

で
、
新
任
研
修
や
定
例
会
な
ど
で
勉
強
し
て
数

カ
月
が
た
ち
ま
し
た
。
他
の
委
員
や
先
輩
方
に

聞
い
た
り
し
て
、
前
に
進
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。上

田
担
当
　
　
　
川
崎
砂
枝
子

　
何
も
知
識
の
な
い
ま
ま
、
民
生
児
童
委
員
を

お
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
に
皆
さ

ん
の
お
役
に
立
て
る
の
か
心
配
で
し
た
が
、
定

例
会
な
ど
で
の
先
輩
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
、
私
に
で
き
る
こ
と
で
地
域
の
方
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
川
担
当
　
　
　
室
岡
　
和
美

　
定
年
後
は
何
か
社
会
の
お
役
に
立
ち
た
い
と

思
っ
て
い
る
時
に
民
生
委
員
の
お
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
は
不
安
と
責
任
に
戸

惑
う
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
研
修
会
な
ど
で

他
の
委
員
の
方
々
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
経
験

談
を
お
聞
き
す
る
こ
と
で
、
で
き
る
こ
と
か
ら

気
負
い
な
く
活
動
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。今

浜
担
当
　
　
　
米
澤
　
雅
代

　
民
生
委
員
を
委
嘱
さ
れ
、
だ
ん
だ
ん
地
域
の

お
年
寄
り
の
方
や
子
ど
も
さ
ん
達
に
自
然
と
目

が
向
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
先
輩
の
方
々
か

ら
、
あ
ま
り
難
し
く
考
え
ず
活
動
し
て
い
け
ば

よ
い
の
だ
と
聞
き
、
私
な
り
に
少
し
で
も
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
浜
担
当
　
　
天
田
知
枝
子

　
昨
年
12
月
か
ら
民
生
委
員
の
活
動
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
見
守
り
活
動
な
ど
で
訪

問
す
る
た
び
、
人
生
の
先
輩
方
か
ら
や
さ
し
い

お
言
葉
を
い
た
だ
き
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
周
り
の
皆
様
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
浜
担
当
　
　
越
野
　
陽
子

　
福
祉
に
関
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
民
生

委
員
を
引
き
受
け
ま
し
た
が
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
宅
の
訪
問
の
際
、
会
話
の
中
で
人
生
の

先
輩
か
ら
学
ば
せ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
研
修
会
・
定
例

会
に
参
加
し
て
先
輩
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
、

宿
担
当
　
　
　
西
東
七
美
子

　

民
生
委
員
に
な
っ
て
半
年
が
た
ち
ま
し
た
。

先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
少
し
ず
つ

自
信
が
沸
い
て
き
ま
し
た
。
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
と
も
親
し
く
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

見
守
り
を
し
て
い
き
、
で
き
る
範
囲
の
気
配
り

を
心
掛
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　
次
回
は
、
志
雄
地
区
の
新
任
委
員
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。
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第 16 回第 16 回
宝達志水町社会福祉大会宝達志水町社会福祉大会

令和５年
１０月２４日（火）
宝達志水町役場　２階 大集会室

 第一部　式　典 

 第二部　福祉活動紹介・記念講演会 

●大会宣言
●宝達志水町社会福祉協議会会長表彰式

14：20 ～ 14：35　福祉活動紹介
14：35 ～ 15：20　記念講演会　

「誰一人取り残さない地域を目指す
～平時も、非常時も～」

午後1時30分から
午後３時40分

開催予告！

　みなさんのご家庭で余っている食品はありませんか？
　今年度も８月末（予定）に食品の寄付を募り、いただ
いた食品を食生活にお困りの方や町内の福祉活動へ配
布します。
　詳細は、８月末の回覧や社会福祉協議会公式フェイ
スブックおよびインスタグラム等で発信していきます。
　今年度も皆様のご協力をお待ちしております。
　なお、昨年度は２７世帯の方々へ配布させていただき
ました。

フードドライブ に
ご協力ください!!

↑ 昨年度、食品を受け取った方からのありがとうコメント（一部）

日時

会場

内容

北陸学院大学　社会学科
教授　田中 純一 氏

＜後援＞ 宝達志水町

ご
家
庭
や
地
域
生
活
の
中
で
の
困
り
ご
と
に
関
す
る
相
談

～
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
関
す
る
相
談
～

臨時福祉なんでも相談窓口臨時福祉なんでも相談窓口

相談無料福祉総合相談
　
ご
家
庭
や
地
域
で
生
活
を
営
む
中
で
お

こ
る
様
々
な
困
り
ご
と
や
悩
み
に
つ
い

て
、
な
ん
で
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
６
月
か
ら
社
協
職
員
が
各
集
落
の
集
会

所
等
に
伺
い
臨
時
相
談
受
付
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
電
話
や
面
談
で
も
常
時
相
談
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
名
前
は
教
え
た
く
な
い

な
ど
の
匿
名
で
も
結
構
で
す
。
相
談
は
無

料
で
す
。

【
連
絡
先
】

　
地
域
福
祉
係

☎
２
８
―
５
５
２
０

　
こ
ん
に
ち
は
！
４
月
か
ら
保
育
士
と
し
て
相
見
保
育
所
に
勤
務
し

て
い
ま
す
。
中
田
こ
ゆ
き
で
す
。
子
ど
も
が
大
好
き
で
保
育
士
に
な

り
た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
夢
が
叶
っ
て
こ
の
自
然

豊
か
な
場
所
で
保
育
士
と
し
て
働
け
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

入場
無料

新採職員紹介新採職員紹介

相
見
保
育
所　
保
育
士　

相
見
保
育
所　
保
育
士　

中
田　
こ
ゆ
き

中
田　
こ
ゆ
き
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生活支援ボランティア生活支援ボランティア
「ねこの手」活動中 ！「ねこの手」活動中 ！

令和５年６月２９日（木）令和５年６月２９日（木）
令和５年度令和５年度「サロン連絡会」「サロン連絡会」をを

開催開催しました！しました！

　今回は、地域の活動にご協力いただける講
師の先生の一覧や、貸出レクグッズをまとめ
た「サロン・老人会活動のお役立ちハンドブッ
ク」をもとに行いました。
　前半に、ＳＯＭＰＯケアはくいさんを講師
にお迎えし、「コミュニティの輪を広げよう
～地域の力を応援します～」という演題でお
話をいただいた後、後半では実際にレクグッ
ズを使用したゲーム大会を行いました。
　地域活動の内容にお困りでしたら、社会福
祉協議会の生活支援コーディネーターまでご
相談ください。

高齢者などの、「自分だけじゃできないけど、誰かが一緒に
手伝ってくれればできるんだけどなぁ」というご要望にお応
えするのが生活支援ボランティア「ねこの手」です。
草取り、買い物代行、障子紙張替えなど、活動はさまざま。

ボランティアは依頼者とのおしゃべりを楽
しみながら活動をしています。
会員は現在２１名。
興味、関心のある方は、下記までご連絡
ください。

お問い合わせ先
宝達志水町社会福祉協議会

電話２８－５５２０

後
半
の
ゲ
ー
ム
大
会
の
様
子

【ご連絡先】 ２８－５５２０ 現地調査の様子 災害ボランティア活動の様子

　５月５日（金）に能登地方で発生した地震による被
害等に伴い、珠洲市社会福祉協議会が開設して
いる珠洲市災害ボランティアセンターを支援するた
め、宝達志水町社協職員３名が延べ９日間、同セ
ンターにて業務を手伝ってきました。
　災害ボランティアセンターでは、珠洲市内外から
訪れるボランティアの受付、活動先（依頼先）との
マッチング、活動先への送り出しや現地調査など
を、県社協職員を中心として他市町社協職員がス
タッフとして行っています。被災地の復興支援に向
け、本町社協も協力してまいります。

珠洲市災害ボランティア
センターへの職員派遣
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老人福祉センター老人福祉センター「宝寿荘」「宝寿荘」
☎ ２８－４５０６

あなたの趣味をあなたの趣味を
展示してみませんか？展示してみませんか？

カラオケ始めました！！カラオケ始めました！！
カラオケを再開しています。毎週月曜日と木曜日の 12：30
開始です。スムーズに進行する為、事前に予約が必要です。
自分の好きな歌を歌ってストレスを発散させましょう！

個人の趣味の作品を、展示してくださる方を募集しています。
絵画、手芸、書道、写真、陶器、彫刻、盆栽など、なんでも
OK です。自薦他薦は問いません。
ぜひ、みんなに知ってもらい共有しましょう！
詳細は、お気軽にお問い合わせください。

　共同募金にお寄せいただい
た寄付金は、地域の課題解
決に取り組む団体へも助成し
ております。

　老人クラブ連合会女性部会で、女性県政学
習バスに参加しました。今回は、のと海洋ふ
れあいセンターと能登空港の見学をしました。
　能登空港での滑走路見学では、普段立ち入
りを禁止されている区域を、バスに乗りながら
見学させてもらい、皆さん大興奮でした。

　毎週木曜日、杉野屋集落センターにて行われてい
る「お楽しみ会イン杉野屋」。地域の有志が「集落の
方が気軽に交流できる場所が必要」と１年前に立ち上
げ、毎回、女性約１５名が軽体操やゲームなどで交流
をしています。
　「ここに参加したことで知り合いが増えた」、「みん
なで大笑いすることでストレス発散になる」とみなさん
喜んで参加されて。実際の様子は、公式インスラグ
ラムでご覧ください。

宝達志水町老人クラブ連合会宝達志水町老人クラブ連合会

女性県政学習バスに参加しました

←のと海洋ふれあ
いセンターでは、
マリンシアターで、
能 登の海中景 観
を楽しみました。

→
能登空港では、５月
に発生した奥能登地
震で被災された方々
への支援として、義
援金の受付をしてい
ただきました。

助成を受けた団体の紹介

「お楽しみ会イン杉野屋」

地域に還元！地域に還元！

赤い羽根赤い羽根共同募金共同募金

写真はイメージです。
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